
研究室の紹介 全9研究室

日下部岳広（教授・博士（理学））

発生学研究室

脳や感覚器がどのようなしくみで作られ、機能す
るのかを、ゲノムが解読されているホヤとメダカを
主なモデル生物として研究している。脳や眼がど
のように進化してきたのかという謎にも迫ろうとし
ている。

KEYWORD
WEB SITE

脳・神経・発生・進化・ゲノム
http://www.konan-u.ac.jp/hp/devbiol/

今井博之（教授・博士（理学））

植物細胞工学研究室

トランスジェニック植物による細胞シグナリングの
解析や、植物細胞の蛍光イメージング、代謝物
の多様性の解析（メタボローム解析）など、最新
の技術と手法で植物の生きるしくみの謎にせまり
ます。

KEYWORD
WEB SITE

植物脂質・形質転換植物
http://www.konan-u.ac.jp/hp/plantbioch/

武田鋼二郎（准教授・博士（理学））

微生物学研究室

生命を支える上で必須な細胞内のエネルギーや
タンパク質分解の制御。その機構は種を超えて
保存されている。さらに理解を深め社会的に意
義ある知見を得る為に、単純な酵母細胞をモデ
ルに分子レベルでの解析を行う。

KEYWORD
WEB SITE

酵母・細胞増殖・ミトコンドリア・タンパク質分解
https://sites.google.com/site/microbekonan/

本多大輔（教授・博士（生物科学））

系統分類学研究室

微細藻類や原生動物などの真核微生物を対象
として、細胞の形態や構成物質の比較解析、分
子系統解析などから、進化の道筋すなわち系統
関係を探求する。また、これらの生物が環境生態
に果たす役割についても解き明かそうとしている。

KEYWORD
WEB SITE

進化・分類・多様性・環境・生態
http://syst.bio.konan-u.ac.jp/

上田晴子（准教授・博士（理学））

植物細胞生物学研究室

植物は静的な生物と思われがちですが、その細
胞内では小胞体をはじめとした内膜系が活発に
運動しています。これまでの私たちの発見をベー
スに、細胞内膜系や細胞骨格系が支える植物
の環境応答能力を研究しています。

KEYWORD オルガネラ・小胞体・細胞骨格・原形質流動

向正則（教授・博士（理学））

分子遺伝学研究室

生殖細胞は多細胞動物の種の連続性に必要
である。しかし、その形成機構については不明な
点が多い。ショウジョウバエを材料にして、分子
遺伝学の技術を使って、生殖細胞形成の仕組
みを解明しようとしている。

KEYWORD
WEB SITE

生殖細胞・減数分裂・エピジェネティクス
http://www.konan-u.ac.jp/hp/mukailab/

久原篤（教授・博士（理学））

生体調節学研究室

動物がどうやって周りの環境を感知し、生体を調
節しているかを解き明かすために、体長1mmの
ちいさな線虫をつかって研究している。特に、温
度や磁気にたいする感覚や耐性に着目して、遺
伝子レベルで解析している。

KEYWORD
WEB SITE

環境適応・感覚情報処理・人工進化
http://kuharan.com/index.html

渡辺洋平（教授・博士（理学））

生理化学研究室

生命活動で中心的な役割を担うタンパク質は、
特有の立体構造を形成して働く。細胞内では、
分子シャペロンというタンパク質が他のタンパク
質の立体構造形成を助ける。この分子シャペロ
ンの働く仕組みの解明を目指す。

KEYWORD
WEB SITE

タンパク質・分子シャペロン
http://www.konan-u.ac.jp/hp/
bio-watanabe/

後藤彩子（准教授・博士（農学））

細胞学研究室

女王アリは、羽化直後の交尾で受け取った精子を
寿命が続く限り貯蔵する。アリの多くの種の女王
の寿命は10年以上と、昆虫としては例外的に長
寿のため、精子貯蔵期間も極端に長い。この驚く
べき能力を分子レベルで解明しようとしている。

KEYWORD
WEB SITE

アリ・精子貯蔵・昆虫機能
http://www.konan-u.ac.jp/hp/
aya-got/index.html
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植物細胞生物学研究室

お茶の水女子大学 大学院人間文化研究科 博士後期課程 
人間環境科学専攻　修了
専門分野　植物細胞生物学、植物分子生物学
研究内容　細胞を構成する膜構造や骨格の動きに着

目して、植物が環境に適応しながら生き抜
くしくみを理解することを目指していま
す。

上田晴子（准教授・博士（理学））

教員・研究員・大学院生とチームを組
んで、活発にディスカッションをしなが
らアイディアを出しあって研究を進め
ています。国内外の研究コミュニティ
にも積極的に参加し、学会や研究会で
の発表を推奨しています。

研 究 室 の 特 色

「細胞を観る」ということに軸を置き、
各人が遺伝子レベルから植物体レベ
ルまで幅広いサンプルを扱っていま
す。観るための顕微鏡は充実してお
り、蛍光ライブイメージングを中心に
さまざまな解析を行なっています。

研 究 室 の 自 慢

■植物が環境変化に応じて姿勢を決めるしくみ
■小胞体の細胞内運動と形態形成のしくみ
■ERボディの形成メカニズムと虫害防御における役割
■オルガネラ間相互作用のしくみと役割
■細胞核の暗定位運動のしくみ
■葉緑体核様体の光応答反応のしくみとその役割

この研究室で行われている研究テーマ

普段私たちが目にする植物は、茎などの
器官がまっすぐに伸びています。私たち
の研究室でたまたま見つけたシロイヌナ
ズナ変異体では、まっすぐに伸びる性質
が損なわれており、環境変化（光・重力な
ど）に振り回されて「姿勢の曲がった植物」
になってしまいます（写真）。当たり前と思われた植物の姿は、実は植物がアクチン・
ミオシンXIという細胞骨格タンパク質を使って、「曲がる力」と「まっすぐになる力」
のバランス調節を行った結果だったのです。私たちの研究室では、植物がどのよ
うに自分の姿勢を感じてまっすぐに伸びるのか、明らかにしようとしています。

植物の姿勢を決める力

植物は動き回ったり鳴いたりしないため、静かな生物だと捉えられがちです。し
かし、その細胞内は動物細胞の 10 倍以上の高速で運動しています。この運動は
原形質流動と呼ばれ、ミオシン XI モータータンパク質が細胞内の構造をつかん
でアクチンレール上を滑ることによって引き起こされます。私たちは、ミオシン
XI がつかむ構造体が、ネットワーク状に膜系
を張り巡らせている小胞体（写真）であること
を見つけました。小胞体は最大の膜表面積を
もつことから、細胞内をかき混ぜるには最適で
す。私たちの研究室では、小胞体が原形質流
動の原動力であるというモデルを提唱し、小胞
体が運動するしくみの解明を目指しています。

植物細胞の中は忙しい

細胞からみる植物の生存戦略

学生インタビュー Student Interview

私が所属している植物細胞生物学研究室は、
とてもアットホームな雰囲気で分からないことが
あればすぐに聞くことができる環境です。また、
様々な植物を栽培しており、研究する環境が整
っています。私個人の研究テーマは、細胞内で
細胞小器官同士が接着している「コンタクトサイ

ト」における相互作用の解析を行っています。こ
の相互作用は動物細胞では分かっているので
すが、植物においてはほとんど分かっていませ
ん。私は、それを解明するために日々研究に取り
組んでいます。

コンタクトサイトにおけるオルガネラ間相互作用の解析研究テーマ

2016年度入学　吉田 悠介


	上田

